
事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和２年９月

平成31年度

- 1 -

自然保護啓発普及事業 20270100

自然保護や緑化への意識高揚を図るため、環境啓発ポスターコンクールなどを開催する。

1 自然・生態系の保護と回復

27 自然・生態系の保護と回復

主要な事務事業  〜

生活環境部 環境政策課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市自然環境の保全及び育成に関する条例

市民を中心とする方々（市内在住、在学の小学生・中学生を中心とする。「蓮を観る会」は市外からの一般の方を含む。）

▼環境啓発ポスターコンクールとして、緑化推進、まち美化及び地球温暖化防止をよびかけることをテーマとした、環境を大切に
する意欲が高まることを強調した作品を募集し、市が依頼する審査委員が審査し、入選作品を選定する。
▼府中市にゆかりのある大賀蓮をはじめ３０種類の蓮が植えている郷土の森公園修景池において、花蓮の観賞や講師による花蓮の
解説を行う「蓮を観る会」を開催する。
▼市が主催する環境まつりにおいて、鳥の巣箱づくりを通じて身近な野鳥に関心を持ち、自然を大切にする心を育てるため、鳥の
巣箱作り講習会を実施する。

市民の環境に対する理解を深めるため、環境啓発ポスターコンクールなどを通じて、自然保護意識の啓発・普及を行うため実施す
る。

環境啓発ポスターコンクールなどへの参加を通じて、市内の小中学生を中心とした多くの児童、生徒及び一般の方々が、自然環境
の保全や緑化などに対する意識啓発ができるように努める。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼環境啓発ポスターコンクールの実施
▼府中環境まつりにおける環境啓発イベントの実施
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動支援
▼第５８回蓮を観る会を実施

▼環境啓発ポスターコンクールを通じて、自然環境の保全に対する市民意
識の啓発に努めることができた。
▼府中環境まつりにおいて、鳥の巣箱作りや木の実細工作りを行い、自然
保護意識の啓発に取組んだ。
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動を市民団体と連携して実施し、生息
環境の保全を図った。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

ポスターコンクール入選作品について、自然保護意識の啓発普及における
一層の活用を検討していく。
自然保護意識の普及促進のため、環境啓発イベントを継続して開催してい
く。
蓮を観る会については平成３０年度をもって終了とした。

▼環境啓発ポスターコンクールの実施
▼府中環境まつりにおける環境啓発イベントの実施
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動支援

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） C　見直して継続

▼環境啓発ポスターコンクールの実施
▼府中環境まつりにおける環境啓発イベントの実施
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動支援

▼環境啓発ポスターコンクールを通じて、自然環境の保全に対する市民意
識の啓発に努めることができた。
▼府中環境まつりにおいて、鳥の巣箱作りや木の実細工作りを行い、自然
保護意識の啓発に取組んだ。
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動を市民団体と連携して実施し、生息
環境の保全を図った。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

ポスターコンクール入選作品について、自然保護意識の啓発普及における
一層の活用を検討していく。
自然保護意識の普及促進のため、環境啓発イベントを継続して開催してい
く。
※府中環境まつりは新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、事業中
止となった。

▼環境啓発ポスターコンクールの実施
▼府中環境まつりにおける環境啓発イベントの実施
▼多摩川ツバメの集団ねぐら保全活動支援

令和 3年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

市民の自然保護意識の啓発や環境保全活動の普及をより一層
推進していくため、現状の取り組みについて改善を図りなが
ら継続して実施していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

自然保護啓発普及事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① ポスターコンクール応募者
数

200

人

200 200 200 200 200

- 0 - - 令和 3年度

111 386 - - -

② 蓮を観る会参加者数
200

人

200 - - - 200

- 0 - - 令和 3年度

200 0 - - -

ポスターコンクールは、平成30年
度に変更した応募期間が浸透した
ことにより、応募者数が増加した
前年度をさらに大幅に上回る応募
者を得ることができた。
蓮を観る会については、平成３０
年度をもって事業を終了としたた
め、平成３１年度以降は計画値の
記載は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

環境啓発ポスターコンクールの開催を通じて、市内の小中学生を中心に多くの児童、生徒の参加により、自然環境の保全に対する市民意識の啓発に
努めることができた。

次世代を担う子ども達を中心とした幅広い層をターゲットに環境保全意識の啓発を広く展開していくため、ポスターコンクールの応募者数の一層の
増加を図る必要がある。また、ポスターコンクール入選作品について、自然保護意識の普及啓発における一層の活用方法を検討していく。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

環境啓発ポスターコンクールの開催を通じて、自然環境の保全に対する市
民意識の啓発に努めるべきである

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

768,000 623,000 584,000 762,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

768,000 623,000 584,000 762,000 0 0

768,000 623,000 765,000 0 0 0

630,209 615,944 698,809 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

630,209 615,944 698,809 0 0 0

82.1% 98.9% 91.3% 0.0% 0.0% 0.0%

0.61 0.61 0.61

4,685,791 4,797,056 4,899,493

0 0 0

0 0 0

44,312 40,689 55,597

5,360,312 5,453,689 5,653,899 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

自然保護啓発普及事業

- 3 -

H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 01 40 15 25 1118000 自然保護啓発普及費 584,000 698,809 762,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 584,000 698,809 762,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和２年９月

平成31年度

- 1 -

自然環境調査員活動事業 20270200

身近な自然環境を保全するにあたり、市内の動植物の生息状況及びその他の自然環境を調査する。

1 自然・生態系の保護と回復

27 自然・生態系の保護と回復

主要な事務事業  〜

生活環境部 環境政策課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市自然環境調査員会議設置要綱

公募市民及び市民団体の代表

市内の動植物の生息状況及びその他の自然環境を把握するため、自然保護団体や公募市民で構成する自然環境調査員による動植物
の生息調査を実施する。
また、だれもが気軽に参加できる体験型イベントや、自然観察会及び学習会を実施する。

市民、民間団体、市などが連携して自然環境を保護し、生物多様性を保全するための仕組みづくりを進めていくため。

市内の自然環境を保全するにあたり、市内の動植物の生息状況及びその他の自然環境の調査を行う市民等の活動を支援する。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼市内の動植物の生息状況その他の自然環境の調査の実施
▼自然環境調査員会議学習会の開催
▼小学校の総合的学習の時間の支援
▼自然観察ウォーキングツアーの実施
▼緑化講習会の企画・運営
▼府中環境まつり（自然体験コーナー）の企画・運営
▼自然環境調査員会議委員研修の実施

自然環境調査員による動植物生息状況調査を継続的に実施し、市内の生物
多様性情報の収集・整理を推進することができた。
ウォーキングツアーや自然観察会など、市民が気軽に参加できる自然保護
意識の啓発イベントを実施し、多数の参加者を得たほか、環境まつりのイ
ベント運営や小学校の総合的な学習の時間の支援を通じて、子どもたちが
自然保護の大切さを学ぶ機会を提供することができた。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

自然環境調査員による動植物調査は、実施方法の効率化、委員のスキルア
ップなどを図りながら、継続して実施していく。
各種の自然保護意識啓発イベントについても、幅広い年齢層の市民により
関心をもってもらえるような運営方法を検討しつつ展開していく。

▼市内の動植物の生息状況その他の自然環境の調査の実施
▼自然環境調査員会議委員学習会・委員研修の開催
▼小学校の総合的な学習の時間の支援
▼自然観察ウォーキングツアーの実施
▼緑化講習会の企画・運営
▼府中環境まつり（自然体験コーナー）の企画・運営
▼ホタル飼育事業

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼市内の動植物の生息状況その他の自然環境の調査の実施
▼自然環境調査員会議学習会の開催
▼小学校の総合的学習の時間の支援
▼自然観察ウォーキングツアーの実施
▼緑化講習会の企画・運営
▼府中環境まつり（自然体験コーナー）の企画・運営
▼自然環境調査員会議委員研修の実施

自然環境調査員による動植物生息状況調査を継続的に実施し、市内の生物
多様性情報の収集・整理を推進することができた。
ウォーキングツアーや自然観察会など、市民が気軽に参加できる自然保護
意識の啓発イベントを実施し、多数の参加者を得たほか、環境まつりのイ
ベント運営や小学校の総合的な学習の時間の支援を通じて、子どもたちが
自然保護の大切さを学ぶ機会を提供することができた。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

自然環境調査員による動植物調査は、実施方法の効率化、委員のスキルア
ップなどを図りながら、継続して実施していく。
各種の自然保護意識啓発イベントについても、幅広い年齢層の市民により
関心をもってもらえるような運営方法を検討しつつ展開していく。
※府中環境まつりは新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、事業中
止となった。

▼市内の動植物の生息状況その他の自然環境の調査の実施
▼自然環境調査員会議委員学習会・委員研修の開催
▼小学校の総合的な学習の時間の支援
▼自然観察ウォーキングツアーの実施
▼緑化講習会の企画・運営
▼府中環境まつり（自然体験コーナー）の企画・運営
▼ホタル飼育事業

令和 3年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

調査の実施方法やイベントの内容など細部についてはより効
果的、効率的な方法を検討しながら実施していくが、基本的
な取組み方針については継続していくことが望ましいと思わ
れる。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

自然環境調査員活動事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 自然観察会や学習会の開催
（参加人数）

50

人

50 50 50 50 50

- 0 - - 令和 3年度

65 53 - - -

②
環境まつり自然体験コーナ
ーの企画・運営（参加人数
）

150

人

150 150 150 150 150

- 0 - - 令和 3年度

155 101 - - -

調査員による動植物生息調査を継
続的に実施し、自然保護意識の普
及・啓発することを目的に、ウォ
ーキングツアーや自然観察会を実
施した。イベント内容や時期、タ
イトル等に工夫を加え、前年実績
を上回る参加者数となる見込みで
あったが、一部イベントがコロナ
ウイルスの影響により中止となっ
たため、前年を下回る結果となっ
た。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

自然環境調査員が自然環境の保全の推進を図るため、市内の動植物の生息状況その他の自然環境の把握に努めるとともに、自然環境の保全のための
普及啓発を行った。継続的な取組みにより市内動植物の生物多様性情報の集約を進め、また市民に対する自然保護意識の普及啓発を促進してきた。
同時に、調査員を対象とした研修や学習会を開催し、生物多様性の保全に関する知識や理解を深め、取組みの一層の効率化を図った。

引き続き調査員の専門知識の向上が不可欠である。また調査員の高齢化が進み、世代交代が進んでいないため、継続的な取組みの維持のため、将来
的な実施体制について具体的な対策を検討する必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民・事業者・行政が一体となって推進すべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

1,342,000 2,176,000 1,243,000 1,154,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,342,000 2,176,000 1,243,000 1,154,000 0 0

1,342,000 2,176,000 1,243,000 0 0 0

1,149,882 2,005,001 953,130 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,149,882 2,005,001 953,130 0 0 0

85.7% 92.1% 76.7% 0.0% 0.0% 0.0%

1.12 1.12 1.12

8,603,419 8,807,710 8,995,790

0 0 0

0 0 0

81,359 74,709 102,080

9,834,660 10,887,420 10,051,000 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

自然環境調査員活動事業

- 3 -

H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 01 40 15 25 1120500 自然環境調査員活動費 1,243,000 953,130 1,154,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,243,000 953,130 1,154,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和２年９月

平成31年度

- 1 -

自然環境保全活動促進事業 20270300

多摩川など水辺を活用した自然環境学習や体験学習を実施する。市民の緑化活動を支援するための事業を実施する。

1 自然・生態系の保護と回復

27 自然・生態系の保護と回復

その他の事務事業  〜

生活環境部 環境政策課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中自然環境の保全に及び育成に関する条例

市民（小学生と保護者ほか）

▼多摩川の持つ豊かな自然を活用し、川遊びや生き物や植物を観察する事業を「府中水辺の楽校」として実施し、イベントの内容
は毎年異なるが、「多摩川ガサガサ魚とり」、「多摩川サマースクール」等を実施している。
▼小学校の総合的学習において、環境分野を活動内容とする場合に活動の支援
▼府中市の緑を増やすための「緑の募金事業」の実施
▼市民が収集した落ち葉を堆肥で返す「落ち葉の銀行」の実施

身近な自然である多摩川において、子ども達が川遊びや、生き物、植物などの観察を通じて、楽しみながら学ぶことにより、自然
とふれあう機会を提供し、貴重な自然を大切にする意識を作りあげていく。

多摩川など水辺を活用した自然環境学習や体験活動を企画実施し、また小学校での総合的学習の時間に対する支援を行う。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼府中水辺の楽校事業の実施（イベント6回）
▼小学校総合的学習の時間の支援
▼緑の募金事業の実施
▼落ち葉の銀行事業の実施

府中水辺の楽校のイベント及び小学校の総合的学習の時間の支援を通じて
、多くの子どもたちに多摩川の自然環境について理解を深め、身近で貴重
な自然環境に触れ合う機会を提供することができた。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

水辺の楽校は身近な自然の存在に触れ合う貴重な機会となっており、より
多くの子どもたちに体験してもらうよう継続して実施していく。

▼府中水辺の楽校事業の実施
▼小学校総合的学習の時間の支援
▼緑の募金事業の実施
▼落ち葉の銀行事業の実施

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

▼府中水辺の楽校事業の実施（イベント5回）
▼小学校総合的学習の時間の支援
▼緑の募金事業の実施
▼落ち葉の銀行事業の実施

天候や国政選挙等の影響により実施を断念せざる得なかった事業もあった
が、府中水辺の楽校のイベント及び小学校の総合的学習の時間の支援を通
じて、多くの子どもたちに多摩川の自然環境について理解を深め、身近で
貴重な自然環境に触れ合う機会を提供することができた。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

水辺の楽校は身近な自然の存在に触れ合い、自然環境や生物多様性の大切
さについて学ぶ貴重な機会となっており、より多くの子どもたちに体験し
てもらうよう継続して実施していく。

▼府中水辺の楽校事業の実施
▼小学校総合的学習の時間の支援
▼緑の募金事業の実施
▼落ち葉の銀行事業の実施

令和 3年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

水辺の楽校については身近な自然に触れ合う貴重な機会とな
っており、参加者にも好評を得ているため、引き続き継続し
て実施していくが、一方で、運営スタッフの高齢化や減少が
進み、また従来の活動場所が昨年の大型台風により活動困難
な状況にあるなど、運営方法に問題も抱えているため、今後
も継続して効果的な事業を展開していけるよう対策を検討し
ていく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

自然環境保全活動促進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 府中水辺の楽校への参加児
童

1,000

人

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

- 0 - - 令和 3年度

1,087 522 - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

多くの子ども達に自然体験や自然
環境学習の機会を提供しているが
、天候等の影響により複数の事業
が中止となり、また総合的な学習
の時間の支援依頼も減少したため
、参加人数は前年度を下回る結果
となった。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

子ども達が多摩川で遊びながら、水辺の安全ルールを身に付け、日頃できない自然とのふれあい体験活動を行った。年間イベントを通して学んだこ
とを２月の展示会で作品を展示し、多摩川の自然環境について一層の理解を深め、身近で貴重な自然環境を守っていく大切さを学んだ。また、小学
校の総合的学習の時間の支援も行った。
緑の募金活動により、学校等に花の種子、球根を配布し、身近な緑化活動を推進している。
落ち葉の銀行に団体登録し、公園内の落ち葉を回収し堆肥化することで、緑のリサイクルを図った。

事業内容を維持しつつ、自主的な活動ができるよう事業を進めていきたい。
水辺の楽校については身近な自然に触れ合う貴重な機会となっており、参加者にも好評を得ているため、引き続き継続して実施していくが、一方で
、運営スタッフの高齢化や減少が進み、また従来の活動場所が昨年の大型台風により活動困難な状況にあるなど、運営方法に問題も抱えているため
、今後も継続して効果的な事業を展開していけるよう対策を検討していく。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市民・事業者・行政が一体となって推進すべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

2,092,000 2,090,000 2,156,000 2,074,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

506,000 506,000 506,000 506,000 0 0

1,586,000 1,584,000 1,650,000 1,568,000 0 0

2,092,000 2,090,000 2,156,000 0 0 0

2,076,844 2,088,457 2,150,609 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

470,700 558,300 515,400 0 0 0

1,606,144 1,530,157 1,635,209 0 0 0

99.3% 99.9% 99.7% 0.0% 0.0% 0.0%

1.12 1.17 1.12

8,603,419 9,200,912 8,995,790

0 0 0

0 0 0

81,359 78,044 102,080

10,761,622 11,367,413 11,248,479 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

自然環境保全活動促進事業

- 3 -

H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 01 40 15 25 1121000 緑と花いっぱい運動推進事業費 1,506,000 1,500,609 1,424,000

2 01 40 15 25 1125000 水辺の楽校推進事業費 650,000 650,000 650,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 2,156,000 2,150,609 2,074,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和２年９月

平成31年度

- 1 -

生物多様性地域戦略推進事業 20270400

市内における生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を総合的かつ計画的に推進する。

1 自然・生態系の保護と回復

27 自然・生態系の保護と回復

その他の事務事業 平成26年度 〜

生活環境部 環境政策課

法定事業・任意事業混在

市に事業見直しの裁量あり

生物多様性基本法

生物多様性地域戦略の策定

府中市生物多様性地域戦略に基づき、府中市の自然環境についての情報を集約し、生物多様性の大切さを知る機会の提供を行う。

自然共生社会の実現を目指し、地域における多様な主体が連携して、生物多様性の保全と持続可能な利用に向けた具体的な取組み
を行うことを促進し、良好な自然環境の保護・回復に寄与する。

豊かな自然の恵みを継続的に受けることによって、自然と共生する社会の実現を目指します。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

自然環境調査の実施
生物多様性情報の整備委託
生物多様性パネル展
生物多様性に関する講演会

昨年度作成した「府中市の小中学校敷地内の植物相」を基に、地域の植物
種の多様性が保たれた重要な場所となっている、学校敷地内の緑地管理の
参考資料として、冊子「地域の自然を活かす学校の緑づくり」を作成した
。パネル展を継続開催し、生物多様性地域戦略の浸透を図ったほか、「都
市の生きものの生態」「府中市に残る生物多様性ホットスポット浅間山」
をテーマに２回の講演会を開催し、市民への啓発を行った。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

市内の自然環境についての情報を集約し、生物多様性を知る機会を提供し
ていく。生物多様性について認識の低い一般市民を対象に普及啓発のため
、展示会や生物多様性に関する講演会を実施していく。
また、今年度は５年間の計画期間の最終年度にあたるため、これまでの成
果と課題を検証し、次期計画の策定の方向性を決定する。

自然環境調査の実施
生物多様性情報の整備委託
生物多様性パネル展
生物多様性に関する講演会

H31年度実績（Do） H31年度評価（Check） B　現状のまま継続

自然環境調査の実施
生物多様性情報の整備委託
生物多様性パネル展

東京農工大学の委託事業により、武蔵台公園の今後の植生保全活動に関す
る計画検討の下地となる、同公園の管理指針案を作成した。また、パネル
展を継続開催し、生物多様性地域戦略の浸透を図った。生物多様性講演会
を２〜３月に計画していたが、コロナウイルスの影響により中止となった
。

□ □ □ H31年度評価に基づく見直し（Action）

R 2年度の方向性（Plan）R 2年度の具体的な取組（Plan）

市内の自然環境についての情報の集約と、市民に対する生物多様性を知る
機会の提供を継続していく。特に、地域戦略の延長期間の初年度となるた
め、過去の実績をふまえ、より効率的な手法により、普及啓発活動等を展
開していく。

自然環境調査の実施
生物多様性情報の整備委託
生物多様性パネル展
生物多様性に関する講演会

令和 3年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

地域戦略の計画期間を延長したため、引き続き普及啓発活動
等を継続していく。継続にあたっては、過去の実績をふまえ
、より効率的な手法により事業を展開していく必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

生物多様性地域戦略推進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

生物多様性の主流化を図るため、生物多様性に関するパネル展や市民を対象とした講演会を開催し、生物多様性の普及啓発に取組んだ。また東京農
工大学に業務委託を締結し、生物多様性情報の集約と公開に向けた整備を行った。

生物多様性の普及が進んでいない現状に鑑み、地域戦略の計画期間を延長したため、過去の実績をふまえ、より効率的な手法により事業を展開し、
令和5年度に予定する次期地域戦略への移行までに、十分な普及状況を達成する必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

生物多様性基本法において、地域の特性に応じた施策を実施すべきことが
定められているため。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

623,000 592,000 858,000 697,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

623,000 592,000 858,000 697,000 0 0

623,000 592,000 858,000 0 0 0

622,080 574,170 511,604 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 12,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

622,080 574,170 499,604 0 0 0

99.9% 97.0% 59.6% 0.0% 0.0% 0.0%

1.11 1.16 1.11

8,526,603 9,122,271 8,915,470

0 0 0

0 0 0

80,633 77,377 101,169

9,229,316 9,773,818 9,528,243 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

生物多様性地域戦略推進事業

- 3 -

H31年度 R 2年度H31年度 R 2年度

1 01 40 15 25 1117600 生物多様性地域戦略推進事業費 858,000 511,604 697,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 858,000 511,604 697,000


